








文字を広くとらえる。
デザイン実験誌
『タイポグラフィックス・ティー』発刊。

文字で繋がる。
研究会を通して、経験とネットワークを。

文字の権利を守る。
タイポグラフィの知的財産権保護。

1980年5月創刊から34年、276号を数える『タイポグ
ラフィックス・ティー』はデザイン関連団体が発行する
出版物としては異例の長寿を誇ります。実験的タイポグ
ラフィから、日常に息づく文字や記号、そして時代を飾っ
たロゴ・マークなど、ありとあらゆる「タイポグラフィ」
を凝縮し、発信してきました。また本誌は、さまざまな
会員が編集委員を引き継いでいくことで、そのデザイン
性も多岐に富んでおり、それは当協会の裾野の広さとい
えます。

研究会や企業見学会などを東京と大阪を中心に定期的に
行っています。研究会は、文字への知識を深めるととも
に、参加する会員同士の親睦を深める場にもなっていま
す。2012年には東部研究会委員会が横浜にて子どもを
対象としたワークショップを実施し好評を博しました。
また、西部研究会委員会ではN.Y.TDCから届いた作品
を囲みお酒を酌み交わしながら議論するBOOK NIGHT
というイベントを開催しております。

タイポグラフィの発展を目指す上で、表だって見える展
覧会や出版活動だけでは、対処できない問題が数多くあ
ります。その最たるものは、ロゴタイプやシンボルマー
ク、タイプフェイスなどこれら知的財産に対する法的保
護です。当協会では、主に、知的財産権委員会が中心と
なって裁判事例の資料収集や調査をはじめ、協会内外に
対する啓蒙、権利侵害時の支援活動等を行っています。
また、現行法に対する問題を提起し、関係省庁や企業に
対して要望書や声明書の公示、『日本のタイプフェイス』
の発刊、2014年にはWebでの「フォント知的財産登録」
を開始するなど、地道な活動を続けています。

TPP加盟に伴う
要望書（控）

フォント知的財産登録WEBサイト

子ども向けワークショップ
「文字であそぼう」（2012.8）

「BOOK NIGHT」（2013.8）



協会の構成

●総会
総会は全会員で構成し年1回開催します。会の運営に関する
重要事項の議題を審議・決定する最高機関です。またタイポ
グラフィ関連の論議や情報交換、親睦を目的とした交流の場
です。

●理事会
理事会は選挙で選ばれた9人の理事で構成し年6回開催しま
す。全会員を代表して、協会の年間および長期的基本方針や
協会全体の諸問題を審議し、議題を総会に提案する機関です。
また総会で議決した案件の執行や、総会の議決を要しない業
務の執行をおこないます。会議には理事の他、監事や事務局
長も参加します。理事の役割は、理事長、副理事長、専務理
事（事務局担当）、財務、海外、事業、総務、行事、 各委員
会担当を担い、会の活動を円滑に推進します。

●企画運営会議
企画運営会は、役員と各委員会の委員長で構成し年4回開催
します。理事会の基本方針と各委員会の事業計画との調整を
図り、また事務局との実務調整をとりながら協会として統合
された活動方向を審議・決定します。会議には一般会員の参
加も自由ですが議決権はありません。

●事務局
協会運営のための日常業務とともに総会・理事会・企画運営
会等で決定された事項の事務的な補佐をする活動推進機関で
あり、内外に対する協会を代表した窓口です。

●各委員会の役割
以下の委員会は、希望する5名以上の委員によって構成し、
定期的に開催しています。各委員会は目的に応じて活動と業
務に取組み、時には他の委員会と連携します。また、新企画
を企画運営会に提案したり、決定した事項の推進業務をおこ
ないます。

●広報委員会
協会の内外に対しての広報活動を担当。『タイポグラフィッ
クス・ティー』の企画・編集業務をおこないます。

●出版委員会
『日本タイポグラフィ年鑑』の運営と編集業務をおこないます。

●知的財産権委員会
タイポグラフィ作品の法的権利の分析や過去の係争事例の資
料収集、権利保護に関する調査研究・啓蒙をおこないます。

●展覧会委員会
協会が主催する展覧会の企画運営、および、関連交流事業等
の企画・推進をおこないます。

●東部・研究会委員会
関東地区を中心に東日本地区の会員で組織され、タイポグラ
フィ全般の研究や情報交換、親睦をおこないます。

●西部・研究会委員会
関西地区を中心に西日本地区の会員で組織され、タイポグラ
フィ全般の研究や情報交換、親睦をおこないます。

広報委員会 展覧会委員会

出版委員会 東部・研究会委員会

知的財産権委員会 西部・研究会委員会

会長

事務局

監事

総　会

理事会

企画運営会



入会のご案内

●入会資格
本協会の目的に賛同できる個人、法人及び団体。

●申込み
入会申込書（本書添付もしくはWEB）と以下の条件の作品
をそえて、協会事務局までご送付ください。年6回開催され
る理事会での確認の上、書面により直接申込者にお知らせい
たします。理事会での確認後、入会金と会費をお支払いいた
だきます。

●入会時の提出作品
個人の場合
作品2～ 5点。もしくは論文・著書数点。
作品は使用または発表したもので実力が充分判断できるもの。
作品の裏に作品番号、作家名、作品名、協力者、制作年、ク
ライアントの他、必要があれば説明文を記入してください。

法人及び団体の場合
企業案内、もしくは事業案内、カタログなど。

●入会金
個人：30,000円
法人／団体：100,000円

●会費
個人： 48,000円（半期ごとの請求　24,000円×2回）
法人／団体： 96,000円（半期ごとの請求　48,000円×2回）

詳細および不明な点は事務局までお気軽にお問い合わせください。

※中途入会の場合は、入会月から半期末の間を月割りとします。
※海外在住の個人会員、所在地が海外の法人／団体会員の会費は半額（円換算）となります。

●会員特典
■『日本タイポグラフィ年鑑』への作品出品料割引ならびに 
『日本タイポグラフィ年鑑』の会員割引販売があります。
■協会が発行する機関誌『タイポグラフィックス・ティー』（年

4回発行）が無料で配布されます。
■協会主催のセミナー、イベント、シンポジウムなどに優先
的に参加できます。

■各委員会に所属することで、各出版事業、展覧会運営事業
など、さまざまな研究活動を行うことができます。

■2年に一度発行される『タイポグラフィックス・ティー会
員名簿号』などで作品を発表する機会が得られます。

■協会公式ウェブサイト・ウェブポートフォリオにて、作品
を掲載することができます。

■協会公式ウェブサイトならびにフェイスブックページに個
展やグループ展の開催情報を掲載することができます。

■E-mail（もしくはファックス）による「E-Information」にて、
協会員主催の展覧会情報やイベント、その他セミナーやデ
ザインコンペなどの情報を発信いたします。また個展やイ
ベント情報を会員へ発信することができます。

■「文芸美術国民健康保険」に加入できます。
文芸美術国民健康保険▶http://www.bunbi.com

〒103–0024
東京都中央区日本橋小舟町3–12
サンバードビル7階
TEL.03–6661–7627　FAX.03–6661–7628
office@typography.or.jp
http://www.typography.or.jp
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当協会は、日本のタイポグラフィの啓蒙と発展を願い、一人でも多くの仲間を求めています。 
活動の主旨にご賛同いただけましたら、ぜひ、ご入会お申し込みくださるようお願いいたします。
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